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1 Foucault, M. L'archéologie du savoir, Gallimard, 1969 引用を示す際には ASと略記し、ページ
数を記す。 























                                                           
2 Foucault, M. L'ordre du discours, Gallimard, 1971 引用を示す際には ODと略記し、ページ数
を記す。 
3 Foucault, M. "Nietzsche, la généalogie, l'histoire", in Dits et écrits II, Defert, D. et Ewald, F. (eds), 
pp.131-56, Gallimard, 1994 引用を示す際には NGHと略記し、ページ数を記す。 
4 Drayfus and Rabinow (1982)、柳内 (2001)など。 
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6 AS, pp.203-15 
7 代表的なものとして Drayfus and Rabinow (1982)、Gutting (1989)が挙げられる。 
























                                                           
8 本論文中の引用の翻訳はすべて相澤による。 
9 その他に、言説内部の手続きと言説へのアクセスを統御する手続きが指摘される。 

























のような考え方は間違っていたと認めている。 DE197, pp.228-9を参照。 
11 Hanは、『知の考古学』と『言説の秩序』の間の最も重要な変化は、「真理への意志」とい
う概念の導入だと指摘している。Han (1998), p.127参照。 

























                                                           
12 OD, p.37 
























                                                           
13 OD, p.19 

























                                                           
14 OD, p.53 
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15 この段落について、NGH, pp.137-40を参照。 





この起源を探求するにあたって伝統的歴史学は「時間の外に支点  (point 

















                                                           
16 この段落について、NGH, p.146を参照。 
17 Janicaud (1987)は、フーコーの方法が想定する伝統的歴史学が、ヘーゲルの歴史哲学に対応
していることを論じている。 
























                                                           
18 以下、NGH, pp.148-50。 
19 NGH, P.150 























                                                           
20 NGH, p.151 
21 NGH, p.148 
22 NGH, p.149 
























                                                           
23 OD, pp.52-3、pp.59-62 
24 Han (1998), pp.165-8を参照。 
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2-3. 由来と現出の探求 






















                                                           
25 NGH, p.146 
26 NGH, p.141 以下の議論は同 pp.140-3を参照。 
27 NGH, p.141 



















                                                           
28 以下、NGH, pp.143-6を参照。 








じてきたものだと考えている。 Drayfus and Rabinow (1982), p.109を参照。 
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